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気・陸面環境の気候変化に関する研究．（筑波大

学大学院生命環境科学研究科環境科学専攻） 

 
卒業論文 

青木孝也（2015）：強度間伐がヒノキ人工林の樹木の吸

水深度に与える影響．（筑波大学生命環境学群地球

学類） 



古谷真人（2015）：空間線量率の変動と気象条件の相関

に関する研究．（筑波大学理工学群工学システム学

類） 

栗原真維（2015）：同位体トレーサーを用いた水道水源

涵養域の推定―長野盆地の事例―．（筑波大学生命

環境学群地球学類） 

並木 彩（2015）：短時間降水予測における気象レーダ

データの同化手法の研究．（筑波大学生命環境学群

地球学類） 

岡 宏樹（2015）：土壌中放射性核種の下方浸透のモデ

ル化と移流拡散による濃度予測．（筑波大学理工学

群工学システム学類） 

斎藤舞子（2015）：バックトラジェクトリー解析を用い

た北東ユーラシア地域の水蒸気起源の推定．（筑波

大学生命環境学群地球学類） 

佐藤 怜（2015）：流域規模の蒸発・蒸散分離手法の検

討：富士川流域の事例．（筑波大学生命環境学群地

球学類） 

其田有輝也（2015）：8.20 広島県大規模土砂災害にお

ける住民への気象防災情報の伝達方法と避難行動

に関する研究．（筑波大学生命環境学群地球学類） 

杉 なつみ（2015）：雨滴の衝撃による土壌表面への影

響．（筑波大学理工学群工学システム学類） 

鈴木康平（2015）：広域観測データと機械学習を用いた

モンゴルにおける干ばつの抽出手法の検討．（筑波

大学生命環境学群地球学類） 

寺内俊平（2015）：ローレンツモデルを用いたアンサン

ブル変分法によるデータ同化と手法間の比較実験．

（筑波大学生命環境学群地球学類） 

鶴田絢子（2015）：弱雨時における雨量計とディスドロ

メーターの観測雨量の比較と雨量補正モデルの開

発．（筑波大学生命環境学群地球学類）

記録

シンポジウム・セミナー等の開催
2014.4.11 第 1 回環境動態予測部門セミナー 

講演者：スイス連邦工科大学名誉教授 大村纂先生 参加者 26 名 

2014.5.14 観測圃場利用説明会 

参加者 11 名 

2014.6.13 第 2 回環境動態予測部門セミナー 

講演者：テキサス大学オースティン校 Zong-Liang Yang 先生 参加者 11 名 

2014.10.15 第 3 回環境動態予測部門セミナー 

発表者：環境動態予測部門研究員 徐健青 参加者 9 名 

2014.11.12 第 4 回環境動態予測部門セミナー 

発表者：環境動態予測部門研究員 会田健太郎 参加者 13 名 
着任・昇任

2014.7.1 非常勤研究員 会田健太郎着任 

2014.7.1 非常勤研究員 徐健青着任 
その他

2014.6.4 事務室・204 室流し台整備，扉の調整工事 

2014.7.23 観測圃場草刈り 

2014.11.27 観測圃場草刈り 



2014.12.8 実験室整備 

2015.2.25 学生部屋流し台整備 


